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26．肝シンチ上のSOLの検討
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　われわれは，99mTc－phytateを用いて肝シンチ

を行なってきており，今回SOLについて検討を

加えたので報告する．約2，000人の肝シンチを1

年間に施行し，SOLを124名に認めた．肝細胞癌

25名，肝内胆管癌6名，転移性肝癌72名で，良性

疾患も，肝嚢胞，肝硬変，肝膿瘍など21名あった．

肝細胞癌で，多発性のSOLとしたものは6例あ

ったが，少なくとも4例は単発性であったのを読

み違えたものである．転移性肝癌では，10例で単

発性であった．肝シンチ上の肝硬変パターンをみ

ると，肝細胞癌，肝硬変に有意に合併率が高く，

肝細胞癌と，その他の癌の鑑別に有効である．

SOLの辺縁が不鮮明かどうか，発生場所がどこ

かなどを組み合わせると診断はより正確となる．

しかし，今回の検討でみるごとく，SOLには良

性疾患（嚢胞など）も124例中21例（17％）にみら

れ，単発性は原発性肝癌，多発性は転移性肝癌と

安易に断定することなく，常にあらゆる可能性を

考える必要性があり，他の検査の組み合わせが必

要であることを痛感した．以上，肝シンチのみで

はSOLの診断が不能であった症例などを提示し

て，肝シンチ上のSOLの分類とその限界につい

て述べた．
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　肝の腫瘍シンチグラムとして，Gaは古くより

用いられている．坂本らも99mTc－coloidで肝シ

ンチを施行し，SOLを認めたものに，　Gaシンチ

を試み，そのSOLの鑑別診断に有用であったと報

告している．また，特にAFP値の低いhepatoma

に強い集積が見られたと述べている．われわれも

それに従い追試検討してみた．今回は症例も少な

いため経験例について報告する．

　対象：hepatome　10例（全て肝硬変合併），大腸

癌の肝転移1例で，hepatomaの確定診断は病理

診断3例，SCAによる臨床診断6例，他1例は

CT，腹腔鏡検査による臨床診断である．

　結果：99mTcによる肝シンチの欠損部へのGa

の取り込まれ方を4段階に分けて検討すると，

hepatomaは，（1）exceeding　ly　increased　6例，（2）

increased　1修fiJ，（3）iquilibrated　1御1，（4）decreased

1例で，10例中8例にGaは取り込まれていた．

肝転移例は取り込まれなかった．hepatomaには

高率にGaが取り込まれることが少数例だが実証

できた．しかし，取り込まれなかった2例は，

AFP値は低値を示し，低値を示すものほど高度に

Gaは取り込まれるという点に反した．また，他

8例にてもそのような相関は認められなかった．

1例のみにタリウムシンチを施行した．Gaシン

チと比し，正常肝実質のactivityが低いため病巣

がより鮮明に描出された．

　AFP値の低いhepatomaをGaシンチで発見
するという今回のわれわれの目的は達せられなか

ったが，今後さらに症例を重ね，検討していきた

いと思う．
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